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　ヨーロッパ最初の協定校であるフランスのランス大学から三人目にあたる短期招請外国人学者とし
て、人文学部フテンス文学専攻ジャン・クロード・テルノー助教授を、11月18日から12月17日に
かけての1ヶ月間お招きした。
　テルノー先生は第一回目にお招きしたルネサンス期フランス詩研究の第一人者イヴォンヌ・ベラン
ジェ元ランス大学教授の教え子であり、ルネサンス期フランス詩・演劇の若手専門家として大いに注
目を浴びている方である。特にマルクス・アンナエウス・ルー一・カーヌス（39－65）を中心とするラテ
ン文学とルネサンス期フランス文学との比較研究で知られている。
　ランス大学へ留学した大学院生たちには、ジョアシャン・デュ・ベレー（1522－1560）『ローマ古跡』、
ミシェル・エイケム・ド・モンテーニュ『エセー』などの講義で親しんでいた先生である。
　今回の国際交流基金事業の短期招請計画として次の3つの講演をお願いしたが、いずれも大学院生、
学部学生、本学教員、他大学研究者が参加して、熱心な質疑応答が行われ盛況であった。使用言語は
フランス語で、通訳はつけなかった。学部学生には大変だったと思う。
第1回講演会
　日　　日寺：　　11月　30日（日）　14：00－15：30
　会　場：　駿河台校舎　父母センター第2会議室
　題目：La《parlante　peinture》dans　Lθ3恐ヨ8ゴgHθ5　d’Agrippa　d°Aubign6（Livre　V，　Les　、FTers）
　　　　　〔アグリッパ・ドービニェの『悲愴曲』における《語る絵画》（第5巻「刀剣」）〕
　この講演はフランス・ルネサンス期の詩人、歴史家、プロテスタントの武将として、16世紀末期を
血に彩るフランス宗教戦争に身を投じたアグリッパ・ドー・一・ビニェ（1552－1630）の代表作、拝情と誠
刺と血なまぐさいバロック的幻想に満ちた壮烈な叙事詩『悲愴曲』（1577年頃から執筆されたが発表
されたのは1616年）における迫真の絵画的表現を第5巻の「刀剣」にしぼって実証的に追求したもの
である。ローマの詩人ホラーティウス（前65一前8）の『詩論』に出てくる有名な言葉「詩は絵の如
くに」に見られるように、ルネサンスにおいては詩と絵画の間に容易に等価が確立されたのはよく知
られたことである。この点で最も典型的な作品といえばこの『悲愴曲』であろう。ドービニェがいか
に迫真法hypotyposeを駆使したかを数々の文例をあげて説明されて、きわめて説得力があった。こ
の成果は先生の近著『アグリッパ・ドービニェの修辞法』に実るはずである。
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第2回講演会
　日時：　12月7日（月）18：00－19：30
　会　場：　駿河台校舎　父母センター第2会議室
　題目：La　C616bration　du　monde　dans　lesAmours　de　Cassandre　de　Ronsard〔ロンサール
　　　　　　のカッサンドルへの『恋愛詩集』における世界の称揚〕
　この講演は、フランス近代詩の生みの親、プレイヤード派の代表的詩人ピエール・ド・ロンサール
（1524－1585）の初期の代表作『恋愛詩集』（1552）にきわめてユニークな角度から光を当てたもので
ある。イタリアの詩人、人文主義者ペトラルカ（1304－1374）の後継者を自任するロンサールは、ペ
トラルカが恋人ラウラを生涯にわたって称えたように、イタリアの血をひく女性カッサンドル・サル
ヴィアティをもっぱら歌ったと思われがちだが、同時に「世界」を、「詩」を称えることを忘れなかっ
　　　　　　　　　　　　　　　　　ダ－ムた。先生は、ロンサールがいかに「意中の婦人」の称揚から世界の称揚に移行したのかを実証的に証
明された。そして「『恋愛詩集』の最も独自で、最も天才的な偉大さはアレクサンドリア体とペトラル
キスムを再びとりあげたことよりも、その反省的性格に存る」と結論された。
第3回講演会
　日時：12月10日（木）17：00－18：30
　会　場：　駿河台校舎　研究棟第2会議室
　題目：Porcie　de　Robert　Garnier〔ロベール・ガルニエの『ポルシー』〕
　これは好情的な文体と悲壮美を駆使してフランス古典主義悲劇への道を開いた傑作『ユダヤ女たち』
（1583）や、フランス最初の悲喜劇『ブラダマント』（1582）を発表したフランスの劇作家ロベール・
ガルニエ（1544－1590）の5幕悲劇第1作『ポルシー』（1568）を論じたものである。ポルシーとはウ
チカのカトーの娘で、シーザーの暗殺者ブルータスの妻となったポルシアのフランス語読みであると
おり、この悲劇はローマに題材を取って、プレイヤード派の演劇計画の実現をめざしたものである。
ローマの三頭政治下の虐殺とフランス宗教戦争下の虐殺を、文学的寓意と時事的事件への暗示に満ち
た複雑な構図を好んで描いたフォンテーヌブロー派のフランス人画家アントワーヌ・キャロン（1527？
－1599）の「三頭政治家たちの虐殺」（1562、ボーヴェ県立美術館蔵）と「三頭政治下の虐殺」（1566、
ルーヴル美術館蔵）の表現と比較した興味深い講演であった。
　この他にもテルノー先生は12月2日（水）18時より、駿河台校舎研究棟第3会議室で、日本ロン
サール学会のためにもLa　Franeiadθ　de　Ronsard：Echec　ou　R6ussite？　〔ロンサールの『フランシア
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一ド』、成功作か失敗作か？〕と題する講演をされ、フランス建国の叙事詩をめざす野心作『フランシ
アード』（1572）は、当初の12巻の計画が4巻で未完に終わったために失敗作と決めつけられるのが
常であるが、とりわけ好情詩に劣らぬ強烈な恋愛描写において成功作であると断定する野心的な講演
であった。
　また東京日仏会館においても12月9日（水）18時から、アグリッパ・ドービニェの『悲愴曲』に
っいての講演をされて、フランス人学者たちとも活発な意見の交換があった。
　さらに1ヶ月間の滞在を活用して、先生は11月21日から29日まで、宮島、広島、岡山、姫路、奈
良、京都を巡られ、日本文化とその美しい自然を堪能された。私も同行して楽しい日々を過ごしたが、
予想に反して先生は旅館の大浴場の大ファンで、思いがけず文字通り裸のつきあいができたのは良い
思い出になった。
　最後に荒井祓彦国際交流センター所長をはじめ、同センターの皆様に今回の事業について一方なら
ぬお世話になったことを、この紙面をお借りして厚く御礼を申しあげる。
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